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論　文　の　内　容　の　要　旨
　植物では，転写因子が発生，分化など生体機能の調節に重要な役割を果たしていることからその機能を解
明することはポストシークエンスの課題として最も重要である。ところが，植物転写因子の多くのものは，
機能が重複した因子が数多く存在しているため，ある転写因子の遺伝子破壊株やアンチセンス株を単離した
場合でも明瞭な表現型が現れない場合が多く，解析が困難であった。そのため，従来の解析法に代わる新し
い機能解析法が求められてきた。そこで本研究では，転写抑制活性をもつドメインを用いて新規遺伝子サイ
レンシングシステム【CRES-T（chimeric repressor silencing technology）法】を開発し，実験的に CRES-T
法の妥当性を明らかにした。
　次に， CRES-T法を用いてシロイヌナズナMYB転写因子ファミリーに属する 2つの転写因子， AtMYB23
および PRODUCTION-OF-ANTHOCYANIN-PIGMENT1（PAP1）の機能を詳細に研究した。なお，これら 2
つの遺伝子にはいずれも欠損株がなく，且つ機能重複因子が存在することから，従来の手法では機能解析が
困難であった。CRES-T法により AtMYB23リプレッサーを発現させたシロイヌナズナに観察された表現型
を解析した結果，AtMYB23は根，葉および種子の表皮細胞分化を制御すること，加えて葉並びに花茎の細
胞伸長に関わる機能を有することを解明した。
　PAP1は植物の二次代謝産物であるアントシアニンの生合成を正に制御している転写因子であることが報
告されている。CRES-T法を用いてキメラ PAP1リプレッサーを発現する形質転換植物を作成したところ，
アントシアニンの生合成の抑制に加えて種子の黄色化が観察された。解析研究の結果，キメラ PAP1リプレッ
サーによりフラボノイド生合成に関与する数種類の酵素の遺伝子発現が抑制され，タンニン生合成が低下し
たものであることを新たに見いだした。更に，CRES-T法がmetabolic engineeringに有効であり，植物を用
いた有用物質生産の手法として応用できることを示した。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，植物転写因子の研究において同定した転写抑制ドメインを用いて CRES-T法と呼ばれる新規の
遺伝子サイレンシング技術を開発研究した成果，並びに CRES-T法を用いてシロイヌナズナ転写因子であ
る AtMYB23および PAP1の機能を解析した研究結果を総括したものである。本研究成果の核となっている
CRES-T法は，従来の方法では困難であった重複遺伝子の機能解析を可能にすることから転写因子機能解析
をブレイクスルーさせる画期的な技術であると評価される。また，手法として，アミノ酸 12個を任意の転
写因子に付加するのみと簡便であること，シロイヌナズナ以外の植物にも適用の可能性が大きいなどの利点
が多い。
　本研究対象の転写因子である AtMYB23および PAP1はこれまでアンチセンスの形質転換植物において何
ら変化が見られていなかった。 CRES-T法を用いることで，それぞれの機能を反映すると考えられる表現型
が観察された。表現型の解析結果から AtMYB23は根および種子の表皮細胞分化を制御すること，PAP1は
タンニン生合成を制御することを新たに発見した。従来の手法では不可能であったこれらの機能を発見する
に至ったことは，CRES-T法の妥当性を示したと同時に機能未知の転写因子の解析研究に新たな光を与えた
と思われる。更に，植物二次代謝系に CRES-T法を用いることで有用物質生産の能動的制御を行うといった
発展性のある応用的意義の高い研究と考えられる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
